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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

平成17年５月27日に提出いたしました第69期(自 平成16年３月１日 至 平成17年２月28日)有価証券報告書の記

載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するもの

であります。 

  

２ 【訂正事項】 

第一部  企業情報 

 第２  事業の状況 

  ３  対処すべき課題 

  

３ 【訂正箇所】 

訂正箇所は  を付して表示しております。 

第一部 【企業情報】 

 第２ 【事業の状況】 

  ３ 【対処すべき課題】 

  

（訂正前） 

今後の見通しにつきましては、引き続く世界経済の好況と旺盛な国内設備投資に支えられ、国内では年央から再び

景気回復が加速する期待感も高まっております。一方、米国および中国経済の減速、諸原材料・資材の供給不足およ

びコストアップならびに為替動向等懸念要素もあります。 

このような経済環境において、当社グループは、2004年度を初年度とし2007年２月期（2006年度）を最終年度とす

る新中期３ヵ年計画“ＧＲＥＥＮ６”に基づき、循環型社会と社会倫理を重視し、取引先・株主・従業員・社会に利

益をもたらすべく、グループ全体の機能の総力を結集し企業価値向上に努力いたします。 

これらの実現に向けて、国内のみならず世界市場において、私たちは感性豊かな“グローバル最適調達パートナ

ー”を目指します。 

  

(1) 海外取引の拡大 

① アジア地域を中心とした海外取引の充実強化 

② 自動車産業への取引拡大 

(2) 収益の倍増 

① 戦略分野への経営資源の重点投入 

② 商品戦略の明確化および強化 

③ 倉庫・物流事業の収益力強化 

(3) 成長分野への挑戦 

① 先端技術およびIT事業の推進 

② 新エネルギー・環境関連への取組 

③ 生活・福祉関連への対応 

(4) 人材育成他 

① 教育プログラムの拡充 

② 有利子負債の圧縮による財務体質の強化 

③ アウトソーシングの推進 

  



なお、新中期計画“ＧＲＥＥＮ６”では数値目標として、2007年２月期（2006年度）に当期純利益30億円、海外取

引比率30％を掲げております。初年度としては、当期純利益は25億円、海外取引比率は22％となりました。引き続き

上記課題に取り組むことにより企業価値の向上に努めてまいります。 

  

  

（訂正後） 

今後の見通しにつきましては、引き続く世界経済の好況と旺盛な国内設備投資に支えられ、国内では年央から再び

景気回復が加速する期待感も高まっております。一方、米国および中国経済の減速、諸原材料・資材の供給不足およ

びコストアップならびに為替動向等懸念要素もあります。 

このような経済環境において、当社グループは、2004年度を初年度とし2007年２月期（2006年度）を最終年度とす

る新中期３ヵ年計画“ＧＲＥＥＮ６”に基づき、循環型社会と社会倫理を重視し、取引先・株主・従業員・社会に利

益をもたらすべく、グループ全体の機能の総力を結集し企業価値向上に努力いたします。 

これらの実現に向けて、国内のみならず世界市場において、私たちは感性豊かな“グローバル最適調達パートナ

ー”を目指します。 

  

(1) 海外取引の拡大 

① アジア地域を中心とした海外取引の充実強化 

② 自動車産業への取引拡大 

(2) 収益の倍増 

① 戦略分野への経営資源の重点投入 

② 商品戦略の明確化および強化 

③ 倉庫・物流事業の収益力強化 

(3) 成長分野への挑戦 

① 先端技術およびIT事業の推進 

② 新エネルギー・環境関連への取組 

③ 生活・福祉関連への対応 

(4) 人材育成他 

① 教育プログラムの拡充 

② 有利子負債の圧縮による財務体質の強化 

③ アウトソーシングの推進 
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